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中島なおき
略歴 ●S47 11月生まれ ●埼玉栄高校普通科卒業  日本福祉教育専門学校社会教育学科卒業 ●児童福祉施設
（3年） 社会福祉協議会（約10年）勤務 ●日本大学法学部（通信制）を働きながら卒業 ●H19、H23 市議会議員一般選
挙連続当選 ●H26 羽生市長選挙にて次点落選 ●H27 市議会議員一般選挙にて3回目の当選（市議選史上最高得票） 
●R元 市議会議員一般選挙 4回目の当選 ●R4 現職の市政運営に異を唱え、羽生市長選挙に再び立候補 前回より大幅
に票差を縮めるも力及ばず惜敗 ●R5 市議会議員選挙で5回目の当選を果たす ●趣味：洗車 家庭菜園 ジョギング 山登り

中島なおき note ブログ連日更新
中島直樹 事務所 348-0071 羽生市南羽生4-17-2

 TEL 070-6488-4588  japanist0422@live.jp

ふじい候補の選挙事務所にて
大野知事と

市政70周年式典にて

友好都市フィリピン  バギオ市の皆さんと

都市民生委員会にて三郷市のインクルーシブ公園整備を視察
羽生市に導入すべく、積極的に質問

准看護学校

戴帽式に参列

福祉健康まつりにて
塩分測量に挑戦！

白岡市長選挙  現職のふじい栄一郎候補を応援！出陣式だけでなく、選挙カーにも乗車。
応援弁士としても参戦！打ち上げではマイクを持たずに地声で檄を飛ばす！

市政70周年式典控室にて

高校の先輩でもある
鴻巣の並木市長と

12月定例会 一般質問

質問を遮る議長に挙手を続ける
無言の抵抗

須影そば打ち

交流会にて

市政 情報！

感染症等の予防接種において、健康被害が生じ、厚生労働大臣に認定
された場合には、予防接種法に基づく救済が受けられます。羽生市では新
型コロナウィルス感染症の予防接種で7名の方が救済措置を受けていま
す。まずは羽生市役所健康づくり推進課にご相談ください。

●予防接種健康被害救済制度について

●公立の第2・第4・第6・第7保育所が廃止
永く、羽生市の子育て支援の拠点とした7か所の公立保育所。老朽化に
より平成23年度に第5（上岩瀬）保育所が廃止。今年度に
に第2（村君）、第4（三田ヶ谷）、第6（下新田）、第7（岩瀬）

保育所を廃止。岩瀬地区に公立保育所「羽生市いわせ
保育所」（4億6,000万円）を新設します。

平成４年(1992年)の改定以来、32年ぶりの値

上げです。平均改定率であるため、水道メーターの
口径の大きさ、使用水量により改定率は異なります
が、平均22％ほどの値上げになります。

●水道料金を値上げします。（R6年12月使用分から）

●藍のまち羽生さわやかマラソン大会は3/9（日）
今回で42回目となる羽生市のマラソン大会。
今年からハーフ（21㎞）を廃止。10km・5km・3km・
小学生1km・親子1kmのコースとなりました。距離

が短くなったことは、愛好家にとっては残念ですが、
初心者を含め、より多くの方にご参加いただけるイベ
ントになりました。応募締め切りは1/13（月）です。
私も5年ぶりにエントリー。10キロを走ります！ 走れる体に戻すべく

週末を中心に練習

※

①
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
と
は
、
障
が
い
の
有
無
や
年
齢
、
性
別
な
ど
に
関
係
な
く
遊
べ
る
公
園
の
こ
と

※①

詳細はこちら



中島なおきの日々の活動はこちらをチェック！

中島なおき note
事務所 ： 羽生市南羽生4-17-2 TEL 070（6488）4588

E‐ｍａｉｌ ： japanist0422@live.jp

発  行 ： 羽生市議会議員 中島直樹 【活動レポートNO.89】 これまでの経緯から、
匿名のご連絡には対応できません。
ご理解賜りますようお願いします。

衆院総選挙が10/27に終了。羽生市の次回選挙は夏の参議院議員通常選挙 参議院議員改選組の任期満了は7/28

令和6年１２月定例会が閉会！

61

市
政
を
問
う
！

 

回
目
の
一
般
質
問

答
弁

企
画
財
務
部
長

11/26～12/13までの18日間の日程で、令和6年12月定例会が開かれました。

令和6年度羽生市一般会計補正予算、各特別会計、企業会計補正予算の他、

人事院勧告に伴う市職員、議員の期末手当に関する条例改正、4つの条例改正、

議員提出の2議案（市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条

例、農作物へのカメムシ類等及び高温被害への対策拡充を求める意見書≪最下

段に全文掲載≫）諮問1件（人権擁護委員の推薦）の20議案が上程されました。

慎重な審査の結果、全ての議案が原案どおり、賛成全員及び、賛成多数可決、

承認されました。私、中島は市長、副市長、教育長、議員の期末手当に関する

2つ条例改正案に反対をしました。

一般質問登壇の際は、最後の一言が余計でした。規則に反した行動をとってし

まったことから、その後、議員各位にお詫びしました。（中継録画をご確認ください。）

動画はこちら

農作物へのカメムシ類等及び高温被害への対策拡充を求める意見書

１ カメムシ類等の防除については、広域・集団防除が効果的であることから、実施可能な
地域では来年度の実施に向けて検討すること。

２ カメムシ類等を越冬させない為、農閑期における対策を実施すること。

３ カメムシ類等が、農地以外にも生息しており、特に河川や公園の除草による飛来の報告が
あるため、除草時期に関しては、国・市町村・他県など関係各者との連携を図ること。

４ 今回の被害は災害と捉え、農薬による防除に対して、各戸への補助を実施すること。また、
果樹については、被害防止を図る観点から多目的防災網に係る補助制度を措置すること。

５ 大きな被害により、来年の作付けや栽培に影響が出ている農家へ被害実態に応じた支援
を行うと同時に融資制度の周知や利用に係る支援を行うこと。

６ 収量低下により、飼料用米、米粉用米の出荷について大きな
影響が出ており、交付金に係る出荷契約数量の変更手続きが
見込まれるので、提出書類の簡素化など、県が書類提出への
支援を行うとともに、違約金については、国と全農に減免を
働きかけること。

７ カメムシ類等の発生源等の生態研究をすすめること。

８ 高温に強い品種開発を加速させること。

イネカメムシに
よる斑点米イネカメムシの成虫

88号裏面「羽生市におけるドラマ・映画の主な撮影実績」の中で誤りがありました。正しくはTBSドラマ 「TOKYO MER」です。訂正、お詫びします。

今夏、イネカメムシが大量発生。特に発生が多かっ
た県東部では米の収穫量が例年の８割減となった
農家もあり、埼玉県は被害調査を進めています。カ
メムシ防除は農家ごとの取り組みに任されていますが、
被害農家の行政による大規模な防除を求める声を
うけ、羽生市議会では12月定例会で埼玉県知事

あての意見書を議案として上程。結果、全会一致で
可決。12/17、市議会を代表して県庁知事室を訪

問。大野埼玉知事にカメムシ類等と高温被害への
対策拡充を求める意見書を直接手渡しました。

●12/17 大野知事に意見書提出！

※

加
須
市
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議
が
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席

内
訳

最高裁判所裁判官国民審査に係る経費 20万円

人件費（職員時間外手当・報酬） 1363.1万円

名簿作成、ポスター掲示板設置、撤去 353.1万円

投票入場券郵送代 214.6万円

期日前投票所プレハブ設置撤去 308.5万円

備品購入（計数機等） 287.6万円

需用費 165.8万円

R6・10/27 衆議院議員総選挙
羽生市でかかった経費は2,720万円

県委託金2,596.1万円 一般財源（羽生市支出）123.9万円

②
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
今
後
に
つ
い
て

Ｑ
．
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高
年
齢
者
が
働

く
こ
と
を
通
じ
て
生
き
が
い
を
得
て
、
地
域
社
会

の
活
性
化
に
貢
献
す
る
組
織
で
あ
り
、
概
ね
60
歳

以
上
の
方
が
数
々
の
業
種
で
活
躍
し
て
い
る
。
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
昨
今
の
会
員
登
録
者
の
傾
向
は
？

②
事
務
職
員
は
仕
事
受
注
に
向
け
て

ど
ん
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
か
？

③
築
60
年
が
経
過
し
た
事
務
所
に
つ
い
て

市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
？

①
学
校
、
保
育
所
に
残
っ
た

備
品
を
利
活
用
す
べ
き

Ｑ
．
来
年
度
、
一
部
小
学
校
と
保
育
所
が
統
廃
合

さ
れ
る
。
現
在
、
国
内
最
大
手
の
オ
ン
ラ
イ
ン
フ

リ
マ
ア
プ
リ
「
メ
ル
カ
リ
」
を
運
営
す
る
株
式
会

社
メ
ル
カ
リ
で
は
、
47
の
自
治
体
と
連
携
し
、
自

治
体
の
不
用
物
を
再
利
用
、
財
源
確
保
を
目
的
と

し
た
「
メ
ル
カ
リ
ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
ｓ
」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
。
11
／
23
ま
で
の
状
況
で
は
、
埼

玉
県
を
始
め
、
県
内
市
町
村
の
名
前
は
確
認
で
き

な
か
っ
た
。
「
メ
ル
カ
リ
ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
ｓ
」
に
限
ら
ず
、
学

校
、
保
育
所
に
残
っ
た
備
品
を
積
極
的
に
自
主
財

源
の
一
部
と
し
て
、
さ
ら
に
人
々
へ
の

還
元
と
し
て
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず

積
極
的
に
利
活
用
す
べ
き
と
考
え
る
。

市
の
見
解
を
伺
う
。

①
社
会
福
祉
協
議
会
の

あ
り
方
を
見
直
す
べ
き

Ａ
．
「
メ
ル
カ
リ
ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
ｓ
」
の
活
用
は
、
自
主
財
源

確
保
の
た
め
の
有
効
な
手
段
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

他
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
活
用
・
見
積
り
合
わ
せ
を
実

施
す
る
方
法
、
跡
地
利
活
用
を
す
る
事
業
者
に
よ

る
備
品
活
用
を
含
め
て
市
に
と
っ
て
最
良
な
の
か
を

積
極
的
に
研
究
し
て
い
く
。

答
弁

健
康
福
祉
部
長
・副
市
長

Ｑ
．
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
民
間
の
社
会
福
祉
活
動

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
営
利
を
目
的
と
し

な
い
民
間
組
織
で
あ
る
。
市
職
員
と
の
認
識
の
方
が

多
い
が
、
羽
生
市
職
員
で
は
な
く
、
社
会
福
祉
法
人

の
職
員
で
あ
る
。
羽
生
市
職
員
録
に
は
、
羽
生
市
の

「
外
郭
団
体
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
以
下
の
点

に
つ
い
て
伺
う
。

①
補
助
金
の
増
減
と
人
件
費
の
割
合

②
市
か
ら
の
事
業
委
託
の
状
況

③
上
司
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
原
因
で
退
職
さ

れ
た
方
が
い
る
と
庁
内
で
大
変
に
大
き
な
話
題

と
な
っ
て
い
る
。
職
員
の
綱
紀
保
持
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
①
高
齢
者
関
連
の
法
改
正
に
よ
り
、
減
少
傾
向

に
あ
る
。
②
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
、
Ｈ
Ｐ
の
活
用
、
様
々

な
行
事
に
参
加
し
、
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

定
期
的
に
企
業
を
訪
問
し
就
業
ニ
ー
ズ
を
把
握
。

答
弁

経
済
環
境
部
長

職
種
の
開
拓
に
努
め
て
い

る
。
③
建
て
替
え
目
標
額

３
０
０
０
万
円
。
令
和
２

年
度
か
ら
計
画
的
に
積
み

立
て
を
行
っ
て
い
る
。
現
在

の
積
立
金
１
５
０
０
万
円
。

Ａ
．
①
職
員
の
退
職
や
長

る
も
の
。
人
件
費
は
99
％
。

②
「
障
が
い
支
援
区
分
認

定
調
査
」
「
心
配
ご
と
相

談
」
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
」
「
子
育
て

支
援
ヘ
ル
パ
ー
事
業
」
「
生

活
支
援
体
制
支
援
事
業
」

「
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
」

「
敬
老
お
祝
い
事
業
」
な
ど

を
委
託
し
て
い
る
。

③
綱
紀
は
社
協
内
で
図
ら

れ
る
べ
き
。
（
再
質
問
に
よ

り
副
市
長
答
弁
）
パ
ワ
ハ
ラ

の
噂
が
あ
っ
た
こ
と
は
市
に

も
伝
わ
っ
て
い
る
。
市
と
し

て
適
切
な
対
応
を
行
っ
た
。

パ
ワ
ハ
ラ
は
な
い
と
認
識
し

た
事
象
が
あ
っ
た
。

期
休
暇
、
定
時
昇
給
に
よ

社会福祉協議会組織図
会長は市長、理事に健康福祉部長
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